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EPA看護師と技能実習生が活躍中！
海を越えてやってきた

特集

コラム

脳活性化・認知症予防

二重課題トレーニング
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i n t e r v i ew

絶
対
に
見
捨
て
な
い
。

い
た
い
、つ
ら
い
、
く
る
し
い
、
か
な
し
い
。

わ
か
ら
な
い
、
し
ら
な
い
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
。

不
安
な
あ
な
た
の
手
を
、
ど
う
か
さ
し
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
必
ず
そ
の
手
を
と
り
ま
す
。

助
け
を
求
め
る
す
べ
て
の
人
へ
、
絶
対
に
見
捨
て
な
い
医
療
を
。

コロナ禍を乗り越えるために

引き続きのご協力を

お願いいたします

院長 伊井 邦雄

　
約
二
年
前
に
起
こ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
国
内
の
み
な
ら

ず
世
界
中
で
混
乱
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
、
最
初
の
中
国
（
武
漢
）
型
か
ら
少

し
ず
つ
形
を
変
え
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
型
・
南
ア

フ
リ
カ
型
・
イ
ン
ド
型
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
型
・
ブ

ラ
ジ
ル
型
な
ど
次
々
と
新
た
な
型
が
出
現
し

て
い
ま
す
。

　
最
初
の
タ
イ
プ
は
、
感
染
者
の
80
％
が
無
症

状
で
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
20
代
〜
40
代
の
若

年
層
と
中
年
前
の
人
が
70
％
余
り
を
占
め
、
自

覚
症
状
が
な
か
っ
た
た
め
に
無
意
識
に
ウ
イ
ル

ス
を
周
囲
に
拡
散
さ
せ
、
高
齢
者
や
病
人
の
死

者
が
目
立
つ
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
タ
イ
プ
は
、
よ
り
若
い
人
に
も
感
染

者
・
死
者
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・

身
辺
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

し
て
、
三
密
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
私
た
ち
の
病
院
と
、
併
設
の
ケ
ア
ホ
ー

ム
南
淡
路
に
は
高
齢
の
方
が
多
い
た
め
、
厳
し

い
体
制
の
下
、
職
員
一
同
で
感
染
対
策
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
昨
年
11
月

に
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
南
淡
路
で
感
染
者
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
年
12
月
に
は
収
束
し
、

そ
れ
以
降
の
感
染
者
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

よ
り
厳
密
な
院
内
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
を
は
じ
め
、
職

員
全
員
が
マ
ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
装

着
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
ボ
ト
ル
を
携
帯
。
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
接
す
る
際
に
は
、
そ
の

都
度
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
万
が
一
の
感
染
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
、
対
面
面
会
は
一
定
の
ル
ー
ル
を
設
け

た
う
え
、
予
約
制
で
の
実
施
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
に
は
医
師
が

電
話
で
病
状
の
説
明
を
行
う
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
の
実
施
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
が
健
康
で
、
よ
り
幸
せ

な
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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（写真左）

（写真右）

看護師EPA
医療をこころざす 仲間たちを応援！

が活躍中

グエン ティ ビック タオ さん

頼りになる看護師に
なれるようにがんばります

利用者さん一人ひとりに
寄り添いたい

　
日
本
の
看
護
師
国
家

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を

目
指
し
、2
0
1
9
年
に

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
南
淡
路
病

院
に
や
っ
て
き
た
タ
オ
さ

ん
。慣
れ
な
い
環
境
で
の
生

活
、初
め
て
の
介
護
業
務

に
従
事
し
な
が
ら
試
験
勉

強
を
続
け
、2
0
2
1
年

（
第
110
回
）の
看
護
師
国
家

試
験
に
見
事
、合
格
し
ま

し
た
。

看
護
師
国
家
試
験
に

見
事
合
格！

日
本
の
介
護
を

し
っ
か
り
学
び
た
い

方
言
に
苦
労
す
る
も

楽
し
く
働
い
て
い
ま
す

み
ん
な
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い

　
看
護
師
を
目
指
し
た
理

由
は
、自
分
と
家
族
の
健

康
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と

と「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
助
け

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」と

話
す
タ
オ
さ
ん
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
看
護
師
と

し
て
働
い
て
い
た
時
、大
学

の
友
人
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
看
護
師

候
補
生
と
し
て
日
本
で
働

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
自
分
も
日
本
で
も
っ
と

看
護
の
勉
強
が
し
た
い
」と

考
え
、候
補
生
へ
の
応
募

を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　
当
院
に
は
淡
路
島
在
住

の
ス
タ
ッ
フ
と
、徳
島
か
ら

通
勤
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
が

入
っ
た
日
本
語
に
最
初
は

と
て
も
苦
労
し
た
そ
う
で

す
。今
で
は
方
言
も
聞
き

取
っ
て
、ス
タ
ッ
フ
と
談
笑
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
併
設
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
南
淡

路
で
も
、2
0
2
1
年
に

2
名
の
介
護
技
能
実
習
生

の
受
け
入
れ
が
あ
り
、先
輩

と
な
っ
た
エ
ィ
さ
ん
、マ
ウ
ン

さ
ん
。今
後
の
活
躍
も
楽
し

み
で
す
。

　
農
業
、漁
業
、建
設
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が

外
国
人
技
能
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
な
か
、南

淡
路
病
院
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
2
名
の
介
護
技
能
実

習
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
2
月
に

入
職
し
た
エ
ィ
さ
ん
と
マ
ウ

ン
さ
ん
は
、当
院
の
寮
で
生

活
し
、
仕
事
と
勉
強
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

マウン マウン ミィンさん
エィ チャン アウン ランさん

外国（主に新興国）の方が日本の企業で働くことにより日本の高い技術を身につけ、

その国の発展を担う人を育てる「人づくり」を目的として創設された国際協力のための制度です。

当院では、2020年から外国人技能実習生を受け入れています。

技能実習生とは EPA看護師候補者とは

特定の国との間で、人材の移動や投資などを行い、経済関係を強化していく取り組みです。

医療・介護業界でも国家資格の取得を目指す看護師・介護福祉士候補者の受け入れを行っています。

当院では、2011年から、EPA候補生の受け入れを行っています。

海

を越
えてやってきた

技能実習生
南淡路病

院

では

合
格
の
お
祝
い
に

当
院
よ
り
聴
診
器
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

？？
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を実施していますオンライン面会01
感染防止対策としてオンライン面会を導入しています。

ご家族のスマートフォンを使用して、ご自宅からの面会が

可能となります。

2021年11月8日より面会ルールを設けたうえで、予約制の対面面会を再開しています。
パーテーション越しではありますが、面会されたご家族は「やっぱり直接、顔を見られる
のは嬉しいね」と笑顔でお話しされています。

1時間に1度、手がよく触れる場所（ドアノブやスイッチ、テーブル

等）を、病院環境清拭用のノンアルコール除菌ワイパーで、拭き

取り消毒を行っています。消毒の実施を徹底するため、1時間ご

とに館内放送を流しています。

全職員が携帯用の手

指消毒液を常に持っ

ており、手指衛生を徹

底しています。

感染対策のため、外来リハビリテー

ション室を病院１階に移転しました。

入院患者さんと外来患者さんのス

ペースを区分けすることで、それぞれ

が安心してリハビリテーションを受けら

れるよう、配慮しています。

対面での面会（予約制）を再開しています

南淡路病院では、しっかりとした院内感染予防対策を行っておりますが、 
新型コロナウイルスに対して、より徹底した感染防止対策を実施しております。

1時間に1度、実施しています

院内消毒を徹底02

全職員が消毒液を
携帯しています

来院される方にも各所で
手指消毒をお願いしています 手指消毒を徹底

移転しました

03

感染対策のため、外来リハビリテーション室を04

みなさんに安心してご利用いただけるように

面会についての詳細は当院HPへ

感染症対策
徹底しています

予約
step1

準備

面会

お電話にて面会日時を
ご予約いただきます

スマートフォンへアプリの
インストールを行っていただきます

予約時間になりましたら、オンライン
通話を当院からおつなぎします

step2

step3

ご
利
用
の
流
れ

※今後の感染者数の状況により、対面面会を中止する場合があります。
　また、状況に応じ面会方法を変更する場合があります。

南淡路病院

を
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地
域
連
携
室

教えて！
病院について気になることを何でも解決します！
わからないことがあれば、
いつでもお気軽にお声掛けください。

0799-53-1553
受付時間 月～土曜 午前 10:00～午後 4:00

　退
院
許
可
は
出
た
も
の
の
、自
宅
で

の
生
活
に
は
ま
だ
不
安
が
あ
る
要
介
護

高
齢
者
の
方
に
、医
療
的
ケ
ア
と
多
種

多
様
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、在
宅
復
帰
を
目
指
す
施
設
で
す
。

A.

　介
護
保
険
の
申
請
に
よ
り
、要
介
護

1
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き

ま
す
。医
療
必
要
度
が
高
い
方
で
、継
続

し
た
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
方（
継
続
入

所
）や
、ご
家
族
の
負
担
軽
減
、息
抜
き

と
し
て
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入

所
）を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

A.

　地
域
連
携
室
に
ご
相
談
し
て
い
た
だ
く
か
、

直
接
施
設
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。そ
の
際
に
、

現
在
の
状
態
を
簡
単
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
合
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て

相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

《
お
申
し
込
み
の
流
れ
》

❶
お
問
い
合
わ
せ

　地
域
連
携
室
か
施
設
、あ
る
い
は
ケ
ア
マ
ネ

　ジ
ャ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
お
申
し
込
み

　申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

❸
ご
利
用
判
定

　状
態
確
認
後
、利
用
の
可
否
を
行
い
、ご
連
絡
い

　た
し
ま
す
。

❹
ご
利
用
開
始

　ご
利
用
開
始
希
望
日
を
確
認
後
、利
用
当
日
に

　契
約
を
行
い
ま
す
。

A. Q
利
用
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Q
介
護
老
人
保
健
施
設

っ
て
、な
に
？

Q
誰
で
も

利
用
で
き
る
の
？

１
階
受
付
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

今
回
は
、当
院
に
併
設
す
る

介
護
老
人
保
健
施
設

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
南
淡
路
」に
つ
い
て
、

お
答
え
し
ま
す
。

--- - co l umn

介
護
保
険
や
介
護
に
関
す
る
ご
相

談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
な
ど
の
申
請
・
更
新
手

続
き
を
代
行
あ
る
い
は
支
援
い
た
し

ま
す
。

ご
本
人
の
生
活
に
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン（
居
宅
サ
ー
ビ

ス
計
画
）を
作
成
い
た
し
ま
す
。

ご
本
人
、ご
家
族
と
共
に
最
適
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
を
選
定
い
た

し
ま
す
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
介
護

保
険
施
設
お
よ
び
市
町
村
・
保
健
医

療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
機
関
等
と
の
連

携
調
整
を
図
り
ま
す
。

のご案内

住み慣れた環境で
安心して楽しく日々を過ごしていただくこと。
それが私たちの願いです。

0799-53-1553

ご利用の費用について

介護サービス ご利用までの流れ

ケアマネジャー（介護支援専門員）は、介護を必要とする
方が介護保険サービスを受けられるように、ケアプラン
（サービス計画書）の作成やサービス事業者との調整を行
う、介護保険に関するスペシャリストです。

看護師・介護福祉士の資格
を持つ、

主任ケアマネジャーが

3名在籍しています！

ご
相
談
・ご
説
明
の
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

要
介
護（
要
支
援
）認
定
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、居
宅

介
護
支
援
事
業
者
が
行
う

サ
ー
ビ
ス
の
費
用（
居
宅
支

援
費
）は
、自
己
負
担
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

介
護
の
ご
相
談

手
続
き
の
代
行
・
支
援

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

事
業
所
の
選
定

地
域
と
の
連
携
調
整

ご
本
人
ま
た
は
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
よ
る

行
政
の
委
託
に
よ
る

介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る

ご
本
人
ま
た
は
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
よ
る

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
よ
る

要
介
護
認
定
申
請

訪
問
調
査

要
支
援
・
要
介
護
度
決
定

サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

サ
ー
ビ
ス
開
始

12345

ケアマネジャー（介護支援専門員）とは？

介護サービスをご検討の際、きめ細かにお手伝いします！

居宅介護支援事業所

お気軽に
お問い合わせ
ください 受付時間　月～土曜　午前8：45～午後5：15

南淡路病院 居宅介護支援事業所まで
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こころ - こえ

　
50
歳
前
後
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
、「
こ
の
人
、
な
ん
と
い
う
名
前
だ
っ

た
か
な
あ
」
、
「
喉
元
ま
で
出
て
る
の
に…

出
て
こ
な
い
」
と
か
、
「
漢
字
が
出
て
こ

な
い
」
、
と
い
っ
た
こ
と
が
よ
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
年
を
経
る
と
と
も
に
思
い
出

し
た
り
、
記
憶
す
る
認
知
機
能
は
低
下
し

て
い
き
ま
す
。
世
界
的
に
有
名
な
福
岡
県

久
山
町
の
研
究
で
は
日
本
に
お
い
て
は
２

人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
50
％
と
い
う
割
合
は
相
当
高
い

で
す
ね
。
ご
夫
婦
で
し
た
ら
、
ど
ち
ら
か

の
方
は
認
知
症
に
な
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
現
在
、
寿
命
は
100
歳
ま
で
徐
々
に
延
び

て
い
き
そ
う
な
流
れ
で
す
が
、
将
来
、
認

知
症
に
も
な
ら
ず
に
介
護
も
受
け
ず
生
活

さ
れ
て
い
る
方
は
ど
の
程
度
の
数
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。
元
気
で
い
る
た
め
に
、
若

い
う
ち
か
ら
実
行
で
き
る
こ
と
や
、
高
齢

者
に
な
っ
て
か
ら
で
も
で
き
る
こ
と
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
調
べ
て
み
る
と
、
ラ
ン
セ
ッ
ト
と

い
う
医
学
雑
誌
が
認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク
要

因
に
は
何
が
あ
る
か
発
表
し
て
い
ま
す
。
３

つ
の
時
期
に
分
け
て
、
子
供
の
頃
、
中
年

期
（
45
〜
65
歳
）
老
年
期
（
65
歳
以
上
）

に
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う
い
っ
た
要
因
が
認
知

認知症の予防

vol.5

お話：大塚 泰則 先生

脳活性化・認知症予防
二重課題トレーニング

vol.5
ここ

ろと
から

だをゆっ
く
り
ほ
ぐ
す

ストレッチ
リハビリスタッフと心療内科が共同監修！

お家でで
きる

one point advice

実は、日常生活は二重課題の連続。

例えば、会話をしながら歩く、料理をする、電話をしながらメモをとる、など。これら

は二重課題ができるからこそうまくできます。こういったことも意識して取り入れる

ことで、自然に二重課題トレーニングになります。二重課題の力をぜひ保ちましょう。

「用事をしに部屋に入ったが、途中で別の用事をすると、

何をしに部屋に入ったか忘れてしまった」。こうした経験は誰でもあると思います。

ただし、こんな経験が頻繁に続くと、認知機能の低下(脳の衰え)が疑われます。

頭と体を同時に使って脳を鍛えるために役立つ「二重課題トレーニング」で、

認知症を予防しましょう。

ワンポイント
アドバイス

1

2

　
次
に
喫
煙
の
５
％
、
う
つ
病
、
社
会

的
孤
立
の
各
々
、
４
％
、
頭
部
外
傷
の

３
％
、
高
血
圧
、
身
体
的
不
活
発
、
大

気
汚
染
で
２
％
が
続
き
ま
す
。
肥
満
、

ア
ル
コ
ー
ル
多
飲
、
糖
尿
病
が
そ
れ
ぞ

れ
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
問
題

は
先
進
国
で
は
あ
ま
り
考
え
な
い
で
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
や
は
り
中
年
期
に
は

難
聴
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ

く
り
と
難
聴
が
進
む
と
、
本
人
は
気
づ

き
ま
せ
ん
。
検
診
な
ど
で
初
め
て
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
積

極
的
に
補
聴
器
を
つ
け
て
音
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
中
年
期
の
活
動
が
後
期

の
認
知
能
力
の
向
上
と
関
連
し
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
、
外
出
、

音
楽
、
芸
術
、
身
体
活
動
、
読
書
、
第

二
言
語
の
会
話
は
認
知
能
力
の
維
持
と

関
連
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
は
世
界
中
で
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
旅

行
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
は
行
い
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
類
が
コ
ロ
ナ

を
克
服
し
た
暁
に
は
思
い
っ
き
り
、
活

動
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
認

知
症
の
方
が
減
少
し
て
、
元
気
な
100
歳

の
国
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
世
界
中
に
示
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

症
に
影
響
を
与
え
、
増
加
さ
せ
る
か
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
子
供
の

頃
は
、
教
育
不
足
が
あ
り
、
中
年
期
で
は

難
聴
、
頭
部
外
傷
、
高
血
圧
症
、
ア
ル
コ
ー

ル
多
飲
、
肥
満
、
老
年
期
で
は
喫
煙
、
う

つ
病
、
社
会
的
孤
立
、
身
体
的
不
活
発
、

大
気
汚
染
、
糖
尿
病
と
い
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
合
計
す
る
と
40
％
の
認
知
症

の
方
は
、
対
策
を
講
じ
、
効
果
が
あ
れ
ば

認
知
症
に
な
ら
ず
に
人
生
を
送
れ
る
は
ず

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
認
知
症
に
影
響
を
与
え

る
一
番
大
き
な
リ
ス
ク
要
因
は
、
何
で

し
ょ
う
か
。
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

難
聴
で
す
。
人
口
寄
与
割
合
（
そ
の
危
険

因
子
を
持
つ
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
認

知
症
の
方
が
何
％
減
少
す
る
か
を
表
す
割

合
）
は
８
％
で
す
。
音
が
脳
を
刺
激
す
る

こ
と
で
脳
は
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
難
聴
で
そ
の
刺
激
が
減
少
す
る
た

め
、
認
知
症
の
方
が
増
え
る
の
で
し
ょ
う
。

対
策
と
し
て
、
補
聴
器
の
使
用
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
次
は
幼
少
期
の
教
育

の
問
題
で
、
７
％
で
す
。
教
育
を
受
け
る

期
間
が
増
え
れ
ば
、
当
然
勉
強
を
す
る
期

間
、
時
間
が
増
え
、
脳
を
刺
激
す
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

トマト、レタス、

ゴーヤ…
マスク、車、

マシュマロ…

兵庫県、徳島県、
岐阜県…

　117！
　114！

足踏みしながらクイズ

ステップ運動しながら計算

安定した踏み台を昇り降りしながら、計算を

します。例えば、120から3を引き続けるなど。

引き算は頭の中で考え、答えは声に出す、答

えが出なくても運動は続けるのがポイント。

転倒しないよう、支えるものがある所で行っ

てください。目安は15分ですが、ご自分の体

力に合わせて時間を設定しましょう。

リズミカルに足踏みをしながらキー

ワードに関連する言葉を言います。

例えば「野菜の名前」「あ、から始

まる言葉」「都道府県名」「しりと

り」など。

考えこむと足の動きが止まりがち。

動きを止めないのがポイント。

野
菜の
名前

しりとり

12
0-3

117-3

都道府県名

- - - - c o l umn

co l umn - - - -

910



外来担当表

内科

精神科

午前

伊豆

山崎

山崎

ー

ー

小山

小山

大塚
（もの忘れ外来）

大塚
（もの忘れ外来）

大塚
（もの忘れ外来）

大塚
（もの忘れ外来）

山崎

山崎

伊井 今倉
（徳島大学呼吸器・
膠原病内科）

中内
（徳島大学呼吸器・
膠原病内科）

ーー ー

午前

午後

■ 診療科目 内科・心療内科・神経内科・精神科・リハビリテーション科
■ 診療時間 月～土曜 午前 9:00～12:00
  午後 3:00～5:30
 ※土曜は午前のみ
■ 休 診 日 土曜午後・日曜祝日・年末年始

■ 基本理念

５つのS

・Sophistication「洗練された」

・Specialty「専門性」

・Safety「良質で安全な」

・Service「医療サービス」

・Smile「笑顔で」

■ 基本方針

・患者さんの人権を尊重し、精神障害や認知症に対する偏見を取り除くよう努力します。

・安全な医療を目指すシステム管理とスタッフ研修を徹底します。（チーム医療の重視）

・高齢者に対する全人的な医療を、インフォームド・コンセントを尊重しつつ提供します。

・患者さんが安らげる療養環境を提供します。

・関連施設との連携を大切にします。

月 火 水 木 金 土2021年11月1日現在


